
は　じ　め　に

簿記の学習や経理の仕事は、過去の取引を一定のルールに基づいて、数値に置き

換える作業です。つまり、簿記の学習や経理の仕事は定型的なものであり、10人の

人がいれば、10人とも同じ答えが出るようになっています。そのため細部にわたっ

て様々な規定が設けられており、個人的な裁量をできるだけ排除する仕組みになっ

ています。

本講座で学習する財務分析は、こうして出来た財務諸表に対し、いろいろな角度

から光をあてることによって企業の現状を把握し、その企業の抱えている問題点と

その改善点を明らかにします。更にまた、企業の将来像まで描くことにあります。

そして、財務分析から導き出される答えは、10人が10人とも違った結果となるでし

ょう。

ただし、ここで次のことに注意してください。すなわち本講座では一般的に思わ

れがちな財務分析の比率の意味や算式を個別に解説するものではないということで

す。財務分析という全体像の中でそれぞれの比率を位置付けることで、受講生の皆

様が自然に財務分析の体系を理解し、分析する力を身につけていただけるように構

成しています。また、出来る限り実例を盛り込むことによって、実務に活かせるよ

うにも配慮しています。

以上により、本講座では受講生の皆様が、企業活動をベースとした財務分析の手

法を理解され、財務分析を基礎とした経営感覚を身に付けていただけることを目指

しています。

本講座を受講された皆様が、その内容を実務の中で活用し、成果をあげてくださ

るようお祈り申し上げます。

財務分析講座　担当一同
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